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平成３０年第９回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 平成３０年９月２６日午後１時３０分、下記の件の議定のため平成３０年 

第９回栗原市農業委員会総会を栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第  ３  事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ５ 報告第 ２号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 農地法第５条の規定による許可指令書の返納届に 

             ついて 

日程第 ７ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可取消願について 

日程第 ８ 議案第 ２号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ３号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ４号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１１ 議案第 ５号 農用地利用集積計画について 

日程第１２ 議案第 ６号 農用地利用配分計画について 

日程第１３ 議案第 ７号 非農地証明願について 

日程第１４ 議案第 ８号 空き家に付属する農地指定申請について 

 

 

１、出席委員 （２２名） 

１番 三
み

 浦
うら

 正
まさ

 勝
かつ

、 ２番 大
だい

 黒
こく

 昭
あき

 夫
お

、 ３番 阿
あ

 部
べ

 一
かず

 信
のぶ

、  

４番 吉
よし

 田
だ

 優
まさ

 俊
とし

、 ５番 岩
いわ

 淵
ぶち

 敬
けい

 一
いち

、 ６番 佐
さ

 竹
たけ

 きみ子、  

８番 大
おお

 場
ば

 裕
ひろ

 之
ゆき

、 ９番 曽
そ

 根
ね

 金
かね

 雄
お

、１０番 千
ち

 葉
ば

 優
ゆう

 子
こ

、

１１番 鈴
すず

 木
き

 春
はる

 江
え

、１２番 尾
お

 形
がた

 陽一郎
よういちろう

、１３番 及
おい

 川
かわ

 正
しょう

 一
いち

、

１４番 多
た

 田
だ

 仁
じん

 一
いち

、１５番 佐々木
さ さ き

 吉
よし

 司
じ

、１６番 菅
すが

 原
わら

 英
ひで

 俊
とし

、

１７番 岩
いわ

 渕
ぶち

   弘
ひろし

、１８番 佐々木
さ さ き

   弘
ひろし

、２０番 狩
かり

 野
の

 和
かず

 義
よし

、

２１番 秋
あき

 山
やま

 憲
のり

 義
よし

、２２番 米
よね

 山
やま

 嘉
よし

 彦
ひこ

、２３番 黒
くろ

 澤
さわ

 光
みつ

 啓
ひろ

、

２４番 鈴
すず

 木
き

 康
やす

 則
のり
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２、欠席委員 （１名） 

７番 狩
か

 野
の

 善
よし

 典
のり

、１９番 佐
さ

 藤
とう

   勝
まさる

 

 

３、議事に参与した者 

事務局長      小野寺 昭 仁 

事務局長補佐    阿 部 泰 憲 

主幹兼農地農政係長 小野寺   崇 

農地農政係 主査  菅 原 賢 一 

農地農政係 主事  千 葉 和 哉 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

 

議長（会長） 

  ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

只今から、平成３０年第９回栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

ただいまの出席委員は２２名であります。定足数に達しておりますので直ち 

に会議を開きます。 

 

 

議長（会長） 

 欠席の通告があります。 

  議席番号７番 狩野 善典 委員、議席番号１９番 佐藤  勝 委員から 

所要のため欠席の通告があります。 

       

 

 

議長（会長） 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

なお、議案説明等のため、事務局長ほか、関係職員を出席させております。 
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議長（会長） 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

議事録署名委員は、議席番号１１番 鈴木 春江 委員、議席番号１２番  

尾形 陽一郎 委員の両名を指名いたします。 

 

 

 

議長（会長） 

 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りいたします。本総会の会期は、本日１日間にしたいと思いますが、こ 

れにご異議ございませんか。 

 

―［異議なし］の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、本総会の会期は、本日１日間と決定しました。 

 

 

 

議長（会長） 

 日程第３、事務報告をします。事務局長から報告いたさせます。 

 

事務局長 

  ８月３０日から９月２６日までの事務・事業結果並びに９月２７日から１０ 

月２９日までの事務・事業予定について報告。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 
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議長（会長） 

 日程第４、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、報 

告します。 

第１区の番号１番及び２番の２案件、第２区の番号３番から１０番までの８案 

件、第３区の番号１１番から１７番までの７案件、合計１７案件について、事務 

局から報告いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、築館地区の田１筆 面積４，０３３㎡、議案第２号の３条許可 

申請関連で、売買を行うための基盤法の賃貸借権設定解約の１案件 

番号２番は、瀬峰地区の田１筆 面積１，２８４㎡、双方合意による基盤法 

の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号３番は、若柳地区の田３筆 面積２，２３６㎡、双方合意による農地法 

 の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号４番及び５番は、若柳地区の田１筆 面積２，００４㎡の同一案件で、 

売買を行うための農地中間管理事業及び基盤法の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号６番は、金成地区の田６筆 面積３，９４７㎡、議案第５号の農用地利 

用集積計画関連で、売買を行うための基盤法の賃貸借権設定解約の１案件、 

  番号７番は、志波姫地区の田９筆 面積１２，６６０㎡、 

  番号８番は、志波姫地区の田１０筆 面積９，０６８㎡、 

  番号９番は、志波姫地区の田５筆 面積９，７１３㎡、 

  番号１０番は、志波姫地区の田２筆 面積３，３３８㎡、 

番号７番から１０番までは、議案第６号の農用地利用配分計画関連で、後継 

者へ経営移譲するための農地中間管理事業の賃貸借権設定解約の４案件、 

番号１１番は、栗駒地区の田７筆 面積９，３３０㎡、双方合意による農地 

法の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１２番は、栗駒地区の田１筆 面積２，０００㎡、議案第５号の利用集

積計画関連案件で、売買を行うための基盤法の賃貸借権設定解約の１案件、 

番号１３番及び１４番は、栗駒地区の田３筆 面積５，７４５㎡の同一案件 

で、議案第５号の農用地利用集積計画関連で双方合意による農地利用収益円滑 

化事業の賃貸借権設定解約の２案件、 

 番号１５番、１６番は、栗駒地区の田１筆 面積９８３㎡の同一案件で、売 
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買を行うための農地中間管理事業及び基盤法の賃貸借権設定解約の２案件、 

番号１７番は、鶯沢地区の田８筆 面積１０，３１２㎡、議案第５号の利用

集積計画関連案件で、売買を行うための農地法の賃貸借権設定解約の１案件、 

以上、１７案件を説明報告。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第４、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知に 

ついて、報告を終わります。 

 

 

 

議長（会長） 

 日程第５、報告第２号、使用貸借権の解約通知について、報告します。 

第２区の番号１番から３番までの３案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

番号１番は、若柳地区の田１筆 面積９７６㎡、議案第５号の利用集積計画関 

連案件で、売買を行うための親子間による農地法の使用貸借権設定解約の１案件、 

番号２番は、志波姫地区の畑１筆 面積３１８㎡、 

番号３番は、志波姫地区の畑２筆 面積１，７４６㎡、 

番号２番及び３番は、議案第６号の農用地利用配分計画関連で、後継者へ経 

営移譲するための農地中間管理事業の使用貸借権設定解約の２案件、 

  以上、３案件を説明報告  

 

議長（会長） 

 これで、日程第５、報告第２号、使用貸借権の解約通知について、報告を終わ 

ります。 
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議長（会長） 

 日程第６、報告第３号、農地法第５条の規定による許可指令書の返納届につ 

いて、報告します。 

第１区の番号１番及び２番の２案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

番号１番は、築館地区の田１筆、面積３，０９１㎡の内、５１８㎡、 

番号２番は、築館地区の田１筆、面積４６３㎡の内、１９４㎡ 

番号１番及び２番は、同一事業となっており、駐車場が手狭なため駐車場とし 

て利用する計画で、平成２９年４月１３日付けで宮城県から許可されていたが、 

事業計画の見直しにより駐車場造成計画を取りやめることにしたことから返納 

する旨の２案件を説明報告。 

 

議長（会長） 

 これで、日程第６、報告第３号、農地法第５条の規定による許可指令書の返納 

届について、報告を終わります。 

 

 

 

議長（会長） 

 日程第７、議案第１号、農地法第３条の規定による許可取消願について、を議 

題といたします。 

  第１区の番号１番の１案件を審議します。それでは、議案の朗読を省略し、内 

容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、一迫地区の田５筆、面積１０，２９９㎡、畑４筆、面積１，５０ 

９㎡、合計１１，８０８㎡、平成２９年４月２４日付けで所有権移転売買の許可 

がされたが、その後、譲受人の意向（遠隔地で通作不便）により、売買契約の解 

除の申し出があったため、許可の取消しを求める旨の１案件を説明。 
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議長（会長） 

  議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑ございま 

せんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

 質疑なしと認めます。 

  議案第１号、農地法第３条の規定による許可取消願についての番号１番の１案 

件は、原案のとおり取り消すことに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

 ご異議なしと認めます。 

よって、日程第７、議案第１号、農地法第３条の規定による許可取消願につい 

ての番号１番の１案件は、原案のとおり取り消すことに決しました。  

 

 

 

議長（会長） 

 日程第８、議案第２号、農地法第３条の規定による許可申請について、を議 

題といたします。 

初めに、第１区の番号１番から７番までの７案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、築館地区の畑１筆 面積５１６㎡、国有財産の払い下げによる 

経営の合理化（耕作利便）の所有権移転売買の１案件、 

番号２番は、築館地区の田１筆 面積４，０３３㎡、相手方の要望による経 

営の合理化（耕作利便）の所有権移転売買の１案件、 

番号３番は、築館地区の田１筆 面積２，６５５㎡、耕作不便による経営の 
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合理化（耕作利便）の所有権移転贈与の１案件、 

番号４番は、一迫地区の畑１筆 面積７７２㎡、労力不足による経営の合理 

化（耕作利便）の所有権移転売買の１案件、 

番号５番は、一迫地区の田２筆 面積４，７５１㎡、労力不足による相手方 

の要望の使用貸借権設定の１案件、 

番号６番は、瀬峰地区の畑２筆、面積２１，７７５㎡、相手方の要望による 

経営規模拡大の所有権移転売買の１案件、 

 番号７番は、瀬峰地区の田１筆、面積２，２１０㎡、畑３筆、面積６，１６ 

８㎡、合計８，３７８㎡、相手方の要望による親戚への所有権移転贈与の１案 

件、 

以上、７案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長（会長） 

 次に、去る９月２０日、議席番号２０番 狩野 和義 委員、農地利用最適 

化推進委員 佐々木 栄夫 委員 及び 佐々木 耕太郎 委員が現地確認調 

査を行っておりますので、その結果の報告をお願いします。 

それでは、佐々木 栄夫 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 栄夫 推進委員 

議案第２号について報告いたします。 

番号１番から７番までの詳細については、事務局が説明したとおりであり、 

経営の合理化、労働力不足、相手方の要望による使用貸借権設定や所有権移転 

売買、贈与であり、特に問題ないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 
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 議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号８番及び９番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号８番は、栗駒地区の畑１筆 面積２０９㎡、 

番号９番は、栗駒地区の畑１筆 面積８９６㎡、 

番号８番及び９番は、相手方の要望による耕作不便の所有権移転贈与の２案

件が、許可要件を満たしているころを説明。 

 

議長（会長） 

  次に、去る９月２１日、議席番号１０番 千葉 優子 委員、農地利用最適 

化推進委員の 佐藤 東一 委員 及び 佐藤 憲一 委員が現地確認調査を 

行っておりますので、その結果の報告をお願いたします。 

それでは、議席番号１０番 千葉 優子 委員から報告願います。 

 

議席番号１０番 千葉 優子 委員 

  議案第２号の第３区分の番号８番、９番の詳細については、事務局が説明し 

たとおりであり、労働力不足や相手方の要望による所有権移転贈与であり、隣 

接農地の贈与ということで、特に問題ないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。  

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

 議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 
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それでは、議案第２号、農地法第３条の規定による許可申請についての番号 

１番から９番までの９案件は、原案のとおり許可することにご異議ございませ 

んか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

よって、日程第８、議案第２号、農地法第３条の規定による許可申請につい 

ての番号１番から９番までの９案件は、原案のとおり許可することに決定いた 

しました。  

 

 

 

議長（会長） 

  日程第９、議案第３号、農地法第４条の規定による許可申請について、を議 

題といたします。 

初めに、第１区の番号１番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、築館地区の畑１筆、面積４３８㎡を転用し、アパート１棟及び 

駐車場を建築造成し、不動産収入を得るものであり、農地区分は、都市計画区 

域内の用途地域に該当する第３種農地である旨を説明。 

 

議長（会長） 

  次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐々木 栄夫 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 栄夫 推進委員 

  番号１番の詳細については、事務局から説明のあったとおりであり、現地を 

確認しますと、栗原中央病院の南側に位置する住宅地に囲まれた平坦な畑で何 
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も作付けされていない状況でありました。また、申請地は、都市計画区域内の 

用途地域に指定されている地域でありますので、転用については、特に影響は 

ないものと確認してきましたので、ご審議の程、よろしくお願いします。 

   

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号２番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 番号２番は、志波姫地区の畑１筆 面積２９３㎡を転用し、自家用及び来客 

用駐車場、自宅までの進入路を造成するものであるが、進入路については、自 

宅建築された当時から無許可で使用していたことから、顛末書の提出をいただ 

いた案件となる。なお、農地区分は、１種農地に該当するところであるが、拡 

張に係る部分の敷地の面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない不許可 

の例外規定で取り扱う旨を説明。 

 

議長（会長） 

  次に、去る９月２１日、議席番号１２番 尾形 陽一郎 委員、農地利用最 

 適化推進委員の 上山 喜志雄 委員 及び 佐々木 進 委員が現地確認調 

査を行っておりますので、その結果の報告をお願いたします。 

それでは、上山 喜志雄 推進委員から報告願います。 

 

上山 喜志雄 推進委員 

  番号２番の詳細は、事務局から説明があっとおりであり、現地は、パイプハ 
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ウスを活用しながら駐車場と、また、今までも利用していた進入路として転用 

するものであり、特に問題はないものと判断しました。 

ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号３番の１案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号３番は、鶯沢地区の田３筆 面積３，５７０㎡の内、０．５６㎡を一時 

転用し、下部ではホールクロップ用サイレージ稲を作付し、上部では営農型太 

陽光発電施設を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は、農振農用地 

区域に該当するが、営農型太陽光発電設備であるため、例外規定で取り扱う旨 

を説明。 

 

議長（会長） 

  次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 憲一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 憲一 推進委員 

番号２番は、太陽光発電設備の設置で営農型による案件で、許可要件も厳し 

いようではありますが、計画書ではホールクロップ用稲の栽培となっており、 

現地も、ホールクロップ用稲が栽培され、刈り取られた形跡も見られました。 

本人からもぜひやりたいという申請案件でもあり、営農型の太陽光発電設備 
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であることから、特に問題はないものと判断しましたので、ご審議の程、よろ 

しくお願いします。 

   

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

  それでは、議案第３号、農地法第４条の規定による許可申請についての番号 

１番から３番までの３案件は、原案を可とすることにご異議ございませんか。 

―「異議なし」の声― 

  

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

よって、日程第９、議案第３号、農地法第４条の規定による許可申請につい 

ての番号１番から３番までの３案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

 

 

議長（会長） 

  日程第１０、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請について、を 

議題といたします。 

 農業委員会等に関する法律第３１条の規定による委員の議事参与の制限に該 

当する案件がありますので、先に審議を行います。 

 初めに、第３区の番号２２番の１案件を審議します。 

 議席番号１０番 千葉 優子 委員は、議事参与の制限に当たりますので、 

退席願います。 
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議長（会長） 

  暫時休憩します。 

（午後 ２時０７分、議席番号１０番 千葉 優子 委員退席） 

 

議長（会長） 

  会議を再開します。（午後 ２時０８分） 

  それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

番号２２番は、花山地区の畑１筆 面積１，５２６㎡、父からの賃貸借権設 

 定により借り受け、太陽光発電施設を設置し売電収入を得るものであり、農地 

区分は、宅地や山林に囲まれた小集団の生産性の低い農地である第２種農地で 

ある旨を説明。 

 

議長（会長） 

  次に、現地確認調査の結果報告をお願いします。 

  それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

  番号２２番について現地確認しますと、特に問題ないと判断しましたので、 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。 

 質疑ございませんか 

 

 ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

  それでは、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請についての番号 
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２２番の１案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、日程第１０、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請につ

いての番号２２番の１案件は、原案を可とすることに決しました。 

  なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長（会長） 

  農業委員会等に関する法律第３１条の規定による議事参与の制限を解き、議 

席番号１０番 千葉 優子 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

  暫時休憩します。 

（午後 ２時１２分、議席番号１０番 千葉 優子 委員着席） 

 

議長（会長） 

  会議を再開します。（午後 ２時１３分） 

次に、第１区の番号１番から６番までの６案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 番号１番は、築館地区の畑２筆 面積１，４５９㎡、賃貸借権設定により借 

り受け、太陽光発電施設を設置し売電収入を得るものであり、農地区分は、都 

市計画区域内の用途地域に該当する第３種農地である旨を、 

番号２番は、築館地区の田１筆 面積６９５㎡の内５４８．４２㎡、 

番号３番は、築館地区の田１筆、面積３，５７１㎡の内１２９．１１㎡ 

番号２番及び３番は同一事業案件で、賃貸借権設定により借り受け、太陽光 

発電施設を設置し売電収入を得るものであり、農地区分は、山林や原野に囲ま 

れた小集団の生産性の低い農地である第２種農地である旨を、 
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番号４番は、築館地区の田１筆 面積１，３５６㎡、地上権設定を行った上 

での賃貸借権設定により借り受け、太陽光発電施設を設置し売電収入を得るも 

のであり、農地区分は、都市計画区域内の用途地域に該当する第３種農地であ 

る旨を、 

番号５番は、一迫地区の畑２筆 面積６，１１１㎡の内７８６㎡、貸人及び 

借人が同一人物である個人から法人への使用貸借権設定により貸借し、経営す 

る建設業の事務所及び資材置場までの通路として利用するものであり、農地区 

分は、山林に囲まれた１０ｈａ以下の小集団の生産性の低い農地である第２種 

農地である旨を、 

番号６番は、一迫地区の畑１筆 面積９０６㎡、所有権移転売買により購入 

し、経営する建設業の資材置場として利用するものであり、農地区分は、山林 

に囲まれた１０ｈａ以下の小集団の生産性の低い農地である第２種農地である 

旨を、 

なお、番号５番及び６番は、平成３０年７月１９日付けで県から農振除外の 

公告があった案件ではあるが、以前から無断転用していた経緯があることから 

始末書の提出をいただいている案件である旨を、 

以上、６案件を説明。 

 

議長（会長） 

  次に、現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、議席番号２０番 狩野 和義 委員から報告願います。 

 

議席番号２０番 狩野 和義 委員 

議案第４号、農地法第５条許可申請について、報告します。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、現地を見ますと、 

番号１番は、草が生い茂り道路に面した農地であるが、他の農地と比べ一段 

低い農地であり、特に問題はないものと、 

番号２番、３番は、廻りが住宅や水田に囲まれており、転作田として牧草が 

植えられておりましたが、境界もはっきりしており、特に問題はないものと、 

番号４番は、宅地や水田に囲まれた農地であるが、転作田としてきれいに管 

理され、境界もはっきり分かる状況であるので、特に問題はないものと、 

番号５番、６番は、既に通路や資材置場として利用されておりますが、再三 



 17 

にわたる行政指導に基づく今回の申請であり、始末書も提出していただいてい 

ることから、止むを得ないものと、判断してまいりました。 

 以上６件について、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  はい、２２番。 

 

議席番号２２番 米山 嘉彦 委員 

  ４番の案件で、地上権設定の転用と説明あったが、もう少し詳しく説明して 

いただきたい。 

 

議長（会長） 

  事務局説明。 

 

事務局 

  地上権設定の権利は、借受人が地主の同意も得ずに、第３者に権利を譲渡す 

ることができるような、普通の賃貸借権設定よりも効力が強い権利設定となる 

ものであります。 

 

議長（会長） 

  よろしいでしょうか。  

 ―｢はい｣の声― 

他にありませんか。 
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議長（会長） 

  はい、１番。 

 

議席番号１番 三浦 正勝 委員 

  番号５番、６番の案件について、始末書が提出されている案件ということで 

あるが、始末書の内容について伺いたい。 

 

議長（会長） 

  事務局説明。 

 

事務局 

  始末書は、県知事及び農業委員会会長宛になっており、内容は、農地法を理 

解せず、許可を受けないで農地を通路や資材置場として利用したことに対し、 

深く反省しお詫び申し上げる内容と、今後は、かかることのないよう十分注意 

していくので、寛大な処置をお願いする内容の始末書である。 

 

議長（会長） 

  よろしいでしょうか。 

 

議席番号１番 三浦 正勝 委員 

 今後は、かかることのないよう十分注意していくとの内容であったので、了

解しました。 

 

議長（会長） 

  他にありませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

   

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号７番から１３番までの７案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

  番号７番は、若柳地区の田２筆 面積１，７１５㎡、所有権移転売買により 

購入し、太陽光発電施設を設置して売電収入を得るものであり、農地区分は、 

若柳総合支所から３００ｍ圏内に該当する第３種農地である旨を、 

番号８番は、志波姫地区の畑１筆 面積２，９１９㎡、所有権移転売買によ 

り購入し、建売住宅１２棟及び位置指定道路を建築造成するものであり、農地 

区分は、水道、下水道管が埋設されている道路に隣接し、概ね３００ｍ以内に 

築館総合支所や栗原中央病院などの公共施設がある第３種農地である旨を、 

番号９番は、若柳・志波姫地区の田３筆 面積２，９３８㎡の内９５２．７ 

０㎡、 

 番号１０番は、志波姫地区の田２筆 面積５６８㎡の内４４９．４０㎡、 

 番号１１番は、志波姫地区の田１筆 面積４，５０５㎡の内５１６．４０

㎡、 

 番号１２番は、志波姫地区の田１筆 面積９９㎡、 

 番号１３番は、志波姫地区の田１筆 面積１，５３３㎡の内３４９．９０ 

㎡、 

 番号９番から１３番までは、賃貸借権設定や使用貸借権設定により借り受け 

一時転用し、県工事である迫川河川掘削工事における仮設道路として６ヶ月間 

使用するものであり、農地区分は、第１種農地に該当するが一時的な転用であ 

るので例外規定で取り扱う旨を、 

以上、７案件を説明。 

 

議長（会長） 

  次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、議席番号１２番 尾形 陽一郎 委員から報告願います。 

 

議席番号１２番 尾形 陽一郎 委員 

議案第４号、農地法第５条許可申請について、報告します。 

詳細については、事務局から説明があったとおりであり、 

番号７番は、太陽光発電設備を設置するもので、現地は迫桜高校に隣接する 

休耕田となっており、周りにも特に問題はないものと、 

番号８番は、市道に面した住宅街にある畑で、現在は何も作付けされておら 
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ず、住宅街にある第３種農地であることから特に問題ないものと、 

番号９番から１３番までは、県発注の河川工事に係る仮設道路の一時転用の 

案件であり、周辺農地にも特に影響ないものと、判断しました。 

以上、７案件についてご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

議長（会長） 

  はい、２３番。 

 

議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者 

  番号７番の案件で、公共施設から３００ｍ以内にある第３種農地に太陽光発 

電設備を設置するものであるが、第３種農地だからといって田の真ん中に設置 

するような場合は、当農業委員会においても、ある程度の基準を設けて考える 

べきと思うが、いかがか伺います。 

 

議長（会長） 

  事務局説明。 

 

事務局 

  農地転用許可基準において第３種農地は、原則として許可できるとなってお 

りますが、周辺農地にも影響を及ぼすおそれのある場合などは、周辺農地の所 

有者から同意をとりながら進めているところであります。今後は、その辺も踏 

まえて検討していかなければならないと考えております。 

 

議長（会長） 

  はい、２３番。 
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議席番号２３番 黒澤 光啓 会長職務代理者 

  検討の材料として、太陽光発電設備が多く広がるようになれば、雨水時によ 

る洪水等の影響も懸念されることとなる。このようなことも考慮していかなけ 

ればならないのではないか。 

 

議長（会長） 

  いろんな面から想定される問題があると考えますことから、許可権限者であ 

る宮城県とも相談しながら検討していくこととします。 

  他にありませんか。 

 

議長（会長） 

  はい、１６番。 

 

議席番号１６番 菅原 英俊 委員 

  関連でもあるが、都市計画区域内にある第３種農地は原則可とされていると 

のことであるが、私たち農業委員は、どの地域が都市計画区域内であるか分か 

らない。図面の添付･提供等をお願いしたい。 

 

議長(会長) 

  事務局説明。 

 

事務局 

  都市計画区域の図面については、農業委員会でも持ち合わせておりませんの 

で、建設部都市計画課と協議しながら、今後対応させていただきたい。 

 

議長（会長） 

  その他ありませんか。 

  はい、１番。 

 

議席番号１番 三浦 正勝 委員 

  番号７番の案件であるが、福島県郡山市の公務員が所有権移転売買により太 

陽光発電設備を設置するとのことであるが、郡山市からでは管理ができないと
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思われる。事業実施主体者の責任でもある事業の安定性や継続性については 

どのようになっているのか伺う。 

 

議長（会長） 

  ここで、午後 ３時１５分まで休憩します。 

 （休憩 午後 ３時０２分から３時１５分まで） 

 

議長（会長） 

  それでは、休憩をとき、会議を再開します。（午後 ３時１５分） 

  早退の通告があります。 

  議席番号１５番 佐々木 吉司 委員、議席番号１８番 佐々木 弘 委員 

から、所要のため午後３時３０分から早退する旨の通告があります。 

  それでは、事務局説明。 

 

事務局 

  太陽光発電設備を設置するのは、東京に本社がある企業で、申請人は土地を 

貸すオーナー的な存在となっており、保守管理の全ては、太陽光発電設備を設 

置した企業が行うこととなっております。 

 

議長（会長） 

  よろしいですか。 

 

議席番号１番 三浦 正勝 委員 

  管理主体がはっきりしているのであれば、止むを得ないと理解した。 

 

議長（会長） 

  他にありませんか。 

 

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 
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次に、第３区の番号１４番から２１番までの８案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１４番は、栗駒地区の田２筆 面積４８８㎡の内３６４㎡、 

  番号１５番は、栗駒地区の田２筆 面積２，１０３㎡の内７７３㎡、 

  番号１６番は、栗駒地区の田２筆 面積３８７㎡、 

  番号１４番から１６番までは、先に審議した番号９番から１３番までの関連 

で、賃貸借権設定により借り受け、一時転用し、県工事である二迫川築堤盛土 

工の盛土材の運搬道路として６ヶ月間使用するものであり、農地区分は、農用 

地区域に該当するが一時的な転用であるので例外規定で取り扱う旨を、 

 番号１７番は、栗駒地区の田１筆 面積６１４㎡、 

 番号１８番は、栗駒地区の田１筆 面積２６８㎡、 

 番号１９番は、栗駒地区の畑１筆 面積１２４㎡、 

 番号２０番は、栗駒地区の畑１筆 面積９０㎡、 

 番号２１番は、栗駒地区の畑１筆 面積９２㎡、 

 番号１７番から２１番までは、同一事業による案件で、所有権移転売買によ 

り購入し、事業用大型車両の駐車場が不足していることから駐車場を造成する 

ものであり、農地区分は、１種農地に該当するが、拡張に係る部分の敷地の面 

積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えない不許可の例外規定で取り扱う旨 

を、 

以上、８案件を説明。 

 

議長（会長） 

  次に現地確認調査の結果報告をお願いたします。 

それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

  番号１４番から１６番までは、現地を確認しますと何も問題ないものと、番 

号１７番から２１番までは、周辺農地にも特に影響はないものと確認してまい 

りました。ご審議の程、よろしくお願いします。 
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議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

それでは、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請についての番号 

１番から２１番までの２１案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませ 

んか。 

 

―「異議なし」の声― 

  

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１０、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請につ 

いての番号１番から２１番までの２１案件は、原案を可とすることに決しまし 

た。 

なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

  

 

 

議長（会長） 

  日程第１１、議案第５号、農用地利用集積計画について、を議題といたしま 

す。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による委員の議事参与の制限に該 

当する案件がありますので、先に審議を行います。 

 初めに、第３区の番号９番の１案件を審議します。 

 議席番号４番 吉田 優俊 委員は、議事参与の制限に当たりますので、退 

席願います。 
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議長（会長） 

  暫時休憩します。 

（午後 ３時３２分、議席番号４番 吉田 優俊 委員退席） 

 

議長（会長） 

  会議を再開します。（午後 ３時３３分） 

  それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号９番は、栗駒地区の田３筆 面積５，７４５㎡、新規による使用貸借権 

 設定で、報告第１号の合意解約関連の契約内容変更に伴う１案件を説明。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか 

 

 ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

  それでは、議案第５号、農用地利用集積計画についての番号９番の１案件 

は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、日程第１１、議案第５号、農用地利用集積計画についての番号９番

の１案件は、原案を可とすることに決しました。 

  なお、その旨、栗原市長に通知します。 
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議長（会長） 

  農業委員会等に関する法律第３１条の規定による議事参与の制限を解き、議 

席番号４番 吉田 優俊 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

  暫時休憩します。 

（午後 ３時３６分、議席番号４番 吉田 優俊 委員着席） 

 

議長（会長） 

  会議を再開します。（午後 ３時３７分） 

次に、第１区の番号１番及び２番の２案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、一迫地区の田１４筆 面積９，９０８．１２㎡、所有権移転売 

買の１案件、 

番号２番は、一迫地区の田１筆 面積１，９７４㎡、親戚間による新規の使

用貸借権設定の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号３番から７番までの５案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

番号３番は、若柳地区の田１筆 面積９７６㎡、 

番号４番は、若柳地区の田１筆 面積１，９８６㎡、 

番号５番は、若柳地区の田１筆 面積１，０１１㎡、 

番号６番は、若柳地区の田１筆 面積２，００４㎡、 

番号３番から６番までは、所有権移転売買による４案件、 

番号７番は、金成地区の田７筆 面積３，９７１㎡、所有権移転売買による 

１案件、 

以上、５案件を説明。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

  

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号８番及び１０番の２案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号８番は、栗駒地区の田１筆 面積２，０００㎡、 

  番号１０番は、鶯沢地区の田８筆 面積１０，３１２㎡、 

番号８番及び１０番は、所有権移転売買の２案件を説明。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

  

  ―「質疑なし」の声― 
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議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

それでは、議案第５号の農用地利用集積計画についての番号１番から８番ま 

で及び１０番の９案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１１、議案第５号、農用地利用集積計画についての番号１番 

から８番まで及び１０番の９案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。  

 

 

 

議長（会長） 

  日程第１２、議案第６号、農用地利用配分計画について、を議題といたしま 

す。 

第２区の番号１番から６番までの６案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  農用地利用配分計画の貸人は、全て農地中間管理機構となります。 

番号１番は、志波姫地区の田９筆 面積１２，６６０㎡、 

番号２番は、志波姫地区の田１０筆 面積９，０６８㎡、 

番号３番は、志波姫地区の田５筆 面積９，７１３㎡、 

番号４番は、志波姫地区の田２筆 面積３，３３８㎡、 

番号１番から４番までは、報告第１号の合意解約関連で、借人が後継者へ経 

営移譲するための再配分計画による賃貸借権設定の４案件、 

 番号５番は、志波姫地区の畑１筆 面積３１８㎡、 

 番号６番は、志波姫地区の畑２筆 面積１，７４６㎡、 

番号５番及び６番は、報告第２号の使用貸借権解約関連で、借人が後継者へ 
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経営移譲するための再配分計画による使用賃貸借権設定の２案件、 

以上、６案件を説明。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。  

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

それでは、議案第６号、農用地利用配分計画についての番号１番から６番ま 

での６案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。  

 

   ―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１２、議案第７号、農用地利用配分計画についての番号１番 

から６番までの６案件は、原案を可とすることに決しました。 

なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長（会長） 

  日程第１３、議案第７号、非農地証明願について、を議題といたします。 

農業委員会等に関する法律第３１条の規定による委員の議事参与の制限に該 

当する案件がありますので、先に審議を行います。 

 初めに、第３区の番号７番の１案件を審議します。 

 議席番号１０番 千葉 優子 委員は、議事参与の制限に当たりますので、 

退席願います。 

 

議長（会長） 

  暫時休憩します。 
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（午後 ３時４３分、議席番号１０番 千葉 優子 委員退席） 

 

議長（会長） 

  会議を再開します。（午後 ３時４４分） 

  それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号７番は、花山地区の田１筆、面積１０５㎡、願出地は、昭和３０年頃か 

ら現自宅へ通じる宅道として利用しているものであり、宅地への地目変更を願 

い出た旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

  次に、現地確認調査の結果報告をお願いします。 

  それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 東一 推進委員 

  番号７番の案件について現地を確認しますと、移住したときから宅道として 

利用していることが確認できました。許可にあたっては、特に問題はないもの 

と確認してまいりましたので、ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。 

 質疑ございませんか 

 

 ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

  それでは、議案第７号、非農地証明願についての番号７番の１案件は、原案 

のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 
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  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、日程第１３、議案第７号、非農地証明願についての番号７番の１案

件は、原案のとおり承認することに決しました。 

 

議長（会長） 

  農業委員会等に関する法律第３１条の規定による議事参与の制限を解き、議 

席番号１０番 千葉 優子 委員の入場を許可します。 

 

議長（会長） 

  暫時休憩します。 

（午後 ３時４８分、議席番号１０番 千葉 優子 委員着席） 

 

議長（会長） 

  会議を再開します。（午後 ３時４９分） 

次に、第１区の番号１番から４番までの４案件を審議します。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、築館地区の畑２筆、面積４９０㎡、願出地は、昭和５５年１１ 

月頃に、先代の父が駐車場用地として造成し現在に至っているものであり、雑 

種地への地目変更を願い出た旨を、 

番号２番は、一迫地区の畑１筆、面積１，１５８㎡、願出地は、昭和４０年 

頃から耕作せず山林化しており、現在は、耕作道もなく周辺林地と一体化し、 

境界も分からない状態であるため、山林への地目変更を願い出た旨を、 

番号３番は、一迫地区の畑４筆、面積１３，５６５㎡、願出地は、昭和４０ 

年代に先代の父が、生前中に杉を植林し現在に至っているものであり、山林へ 

の地目変更を願い出た旨を、 

  番号４番は、瀬峰地区の畑１筆、面積８７㎡、願出地は、昭和４９年頃の先 

代の母の時代から宅地敷きとして一体的に利用され、現在は法面となっている 
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ものであり、雑種地への地目変更を願い出た旨を、 

以上、４案件を説明。 

  

議長（会長） 

  次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

それでは、佐々木 耕太郎 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 耕太郎 推進委員 

  議案第７号、非農地証明願いについて、報告いたします。 

番号１番は、住宅街に囲まれており、駐車場として舗装されていることか 

ら、周りの状態から見ても農地としての復元は難しいものと、 

番号２番は、山林化しており、周辺も山林状態となっていることから農地と 

しての復元は難しいものと、 

番号３番は、植林して山林化しており、植林後５０年も経過していることか 

ら農地としての復元は難しいものと、 

番号４番は、申請地が急勾配な法面となっていることから農地としての復元 

は難しいものと、判断してきました。 

以上４件について、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号５番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

  番号５番は、若柳地区の畑１筆、面積２，８２３㎡、願出地は、耕作不便な 

場所のため減反したところ、平成８年頃から周辺林地と一体化し耕作困難地と 

なっていることから、原野への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 

 

議長（会長） 

  次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

  それでは、佐々木 進 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 進 推進委員 

  議案第７号について、報告します。 

番号５番の詳細については、事務局から説明があったとおりであり、現地を 

見ますと山林化しており、農地としての利用は難しいものと判断してまいりま 

した。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

次に、第３区の番号６番の１案件を審議します。 

それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号６番は、栗駒地区の畑１筆、面積３２９㎡、願出地は、昭和５１年８月 

頃、先代の父が住宅を建築した際、宅地敷きとして一体的に利用され、現在に 

至っているものであり、宅地への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 

 



 34 

議長（会長） 

  次に現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

  それでは、佐藤 東一 推進委員から報告願います。 

  

佐藤 東一 推進委員 

  番号６番については、事務局から説明があったとおりであり、現地を確認し 

ますと、宅地敷きとして利用されており除草もされておりました。許可にあた 

っては、特に問題はないものと判断しましたので、ご審議の程、よろしくお願 

いします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより 

質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

   

―「質疑なし」の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 

それでは、議案第７号、非農地証明願についての番号１番から６番までの６ 

案件は、原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

      

―「異議なし」の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

よって、日程第１３、議案第７号、非農地証明願についての番号１番から６ 

番までの６案件は、原案のとおり承認することに決しました。 
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議長（会長） 

  日程第１４、議案第８号、空き家に付属する農地指定申請について、を議題

とします。 

  第１区の番号１番の１案件を審議します。 

  それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

  番号１番は、一迫地区の畑１筆 面積４７８㎡、願出地は、平成３０年６月 

１４日付け第５９号で栗原市空き家情報登録制度に登録された物件に付随する 

農地で、当農業委員会が定めた空き家に付属した別段面積の指定について、申 

請があった旨の１案件を説明 

 

議長（会長） 

  次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

  それでは、議席番号２０番 狩野 和義 委員から報告願います。 

 

議席番号２０番 狩野 和義 委員 

  議案第８号について、報告いたします。 

  番号１番については、事務局から説明があったとおりでありますが、現地 

は、四方が住宅に囲まれた宅地（空き家）や農地で、境界もはっきりしており 

ました。指定については、特に問題はないものと判断してきましたので、ご審 

議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長（会長） 

  議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより

質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  質疑なしと認めます。 
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  それでは、議案第８号、空き家に付属する農地指定申請についての番号１番

の１案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―｢異議なし｣の声― 

 

議長（会長） 

  ご異議なしと認めます。 

  よって、日程第１４、議案第１８号、空き家に付属する農地指定申請につい 

ての番号１番の１案件は、原案を可とすることに決しました。 

 

 

 

会長（会長） 

  以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

よって、これで平成３０年第９回栗原市農業委員会 総会を閉会いたしま 

す。 

ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜ 午後 ４時１０分 閉会 ＞ 
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